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④ お知らせ

1 . 大型計算機センターの利用者旅費の支給について

昭和45年10月-12月における利用者旅費の割当を下記のとおり行なっていますから，利用者は

所属の地区協議会会長より大型計算機センター長あて，利用者の推せん状を出発希望日の 2週間

前までに提出し，その承認を得てください。

なお，旅費の支給は事務手続の都合上，出張期間終了後送金することになりますので，あらか

じめご了承ください。

コ’Jきn

(1) 禾I]用期間 昭和45年10月-12月

(2) 利用者旅費割当内訳

地区別 方f(fr [I 娑文 期間内胄lj当人員 備 考

第1地区 7? 白8日以内 4人 第5地区ならぴ

第2地区 5? 白6Fl " 4 に第6地区のう

第3地区 4{白5日i:入内 4 
ち，成阪神地区

は日帰りとする。

第4地区 5? 白6El ,, 4 

第5地区 4? 白5日，9 4 

第6地区 4 i白5日” 8 

第7地区 5打白6日 ” 4 

(3) 支給金額

（イ）鉄道連賃普通IF

但し， 100km以上は急行料金， 300km以上は特急料金

（口）日当 1 I」につき 450円，宿泊料 1日につき 1800円

2. 計算機システム増強について

昭和42年以米本センターは NEACシリーズ2200モデル 500とモデル 200の 2台によって計窮

処理がなされて来ました。しかしながら昭和44年度までは計邸機システムに対しては全く予算が

ついておりませんでしたので， II寺間の推移と共に必疫となるシステム強化を常に計画しながらも

実施できず止むを得ず利/Tl者の皆様には種々のご不便をかけておりました。このたび昭和45年度

より社邸恨借Ill料が予罪化されましたので，早速次に述べるように現有システムに更に加えてモ

デル 500を中心とする 1システムを増設しセンターの処理能力を強化することになりました。

祈しく追加されたシステムは，現センター建物の中に設ii!tされるため， 8月中旬より建物内の

改造工'Hが行なわれ， 9月16日にシステムが搬入され， MGの到杓を待）て， 10月 1日から現調

-3-



を開始し， 10月16日よりユーザージョブの処理を行なっております。

図 1はシステム増強後の10月16日現在の本センターのシステム構成の概略図であります。図お

よび構成機器の表には利用者には直接必要としない制御部や，附加機構などの記述は省略してあ

ります。

第 6地区の利用者の計算需要を購なうにしては甚だ乏しい増強計画であります註1)がとりあえ

ず暫定的な措置として，今年度は図 1のシステム Bに示すシステム構成によって増設し，バッチ

処理専用に稼動させることになります。システム Aは現在稼動中の計算機システムです。ただし

4月からディスク・パックが1台増設されました。 12月にはさらにディスク・パック 1台を増強

する予定です。図 2はシステム Aの構成図です。

オペレーティング・システムは現在システム Aで使用中の MODIIIを採用しますので，利用者

のジョプには影響はない予定です。

したがって， 10月16日以後はシステム A,システム Bによる 2つのシステムで処理を行なって

います。

運用形態は

システム Aについては現用のソフトウェアで従来通り TSSと MODIIIによるバッチ処理の2本

立で運用します。すなわち

TSS時間帯にはすでに稼動中の14端末（データ・ステーション 6' 簡易ターミナル 8)の

フォアグラウンド・ジョブの処理と並行して， 1つのメインジョプおよび3つの D.T. ジョプ

を多重処理するバック・グラウンド・ジョブとを同時に処理致します。そして， システム Bの

稼動後その処理状況により， TSS時間帯を拡大することも考應しています。

バッチ処理の時間には 131K字と 319K字のコア領域において 2つのメイン・ジョプを処理し，

それと並行して 3個の D.T.ジョブを処理します。

またシステムBでは，システム Aと独立して，システム Aに比べてコア領域の割当ては縮小

されますが，上記の 2ジョプ・ストリーム十 3D. T. ジョブの多重処理が行なわれることにな

ります。

現在のシステム Aで，バッチのみで 1日平均80件程度処理しておりますので， システム B稼

動後においてはおよそ両システムで 1日当り 160件から 200件近く処理したく考えています。

なお，昭和46年度には，モデル 700を中心としたシステムに移行する計画ですが，今回は表 2

としてモデル 700の主要命令実行時間のお知らせにとどめます。

註 1)昨年春にセンターで行なった需要予測に括づき推定したシステムの必要規模は第 6地区の利用者のかか
えている計罪屎を消化するためには，現時点ですでにモデル500のシステムで15-16台分が必要となり
ます。

-4-



システムB
システムA

---— 部分は45年12月設誼完了予定
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N500中央処理装誼

(524Kキャラクター）

N500M-I X 3 

附加記憶

N500M-2 X 2 

附加記憶

N1116A 

チャンネルトランク附加機構

Nl118A 

記憶保護機構

NEACシリーズ2200モデル200

N284A 
-2 

42 

N216A・l 
周辺制御切換部

N200中央処理装置

判N200M-1 ~7Kキャラクター）
04 

附加記憶

N200M-2 X 4 

附加記憶

叫 NOIO特殊命令附加機構
N013編紐命令附加悦構

NOIS入出カトランク附加恨構

N016読出書込チャンネル

32ch 

05 

多重通信

制御部

54-14 

第 1図 システムB増設後の計算機システム
構成。機器概要
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NEACシリーズ2200
モデル500

N500中央処理装誼
(524Kキャラクター）

N500M-l 

附加記憶

NSOOM-2 

附加記憶

Nlll8A 

記億保護機構
9.16X10浮台X3

N212-1 

オンライン
アダプタ

127KC/秒

N216A-l 

周辺制御
切換部

1 NEACシリーズ2200モデル200

N200中央処理装置

N200M-l附加記憶

N200M-2附加記憶

NOIO 特殊命令附加機構

N013 編集命令附加機構

N015 入出カトランク附加機構

N016読出書込チャンネル附加機構

N284 
A-2 

多制

通重御

信部

32CH 

N285A-
3HMP 
通信線接続部

第 2図 システムAの機器構成

（昭和45年10月現在）

DT1203 
MODEM 

吹田

（工学部）

〔データ・ステーション〕

簡易ターミナル (NEAC-タイパー） 8台
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表 1 システム B構成機器

項 型 名 装 置 名 数量 備 考

中央処理装置（モNEデAルC5ー0シ。リーズ2200) 1 N500 1 
65KG I 

2 N500M-'l 附加記憶 3 65KCX 3 393KC 

3 N500M-2 ” 
1 131KC 

4 Nlll8A 記憶保護機構 1 

5 N203B-2 磁気テープ制御部 1 

6 N204B-5 磁気テープ装置 5 

7 N050 型式制御機構 1 

8 N051 コード変換機構 1 

， N222-4 高速製表印字装置 2 950LPM 

10 N032 印字位置拡張機構 2 120CPL 

11 N223-2 カード読取装置 1 1050CPM 

12 N044 トランスクリプション読取機構 1 

13 N257-1 デイスクパック制御部 1 

14 N259 デイスクパック装置 3 9.16 MC/台

15 N220-3L 操作卓 1 

16 N213-3 インターバルタイマ 1 

17 N071 インターバルタイマ附加機構 1 

18 N213-4 時刻装誼 1 

表 2 モデル 700の性能表

命 メ，， 実行時間
備 考

(μs) 

固定小数点 加滅算 0.5 データ形式

乗算 1.7' 48ビット (10進 14桁）

除算 5.6 

格納 0.6 

単精度浮動小数点 加滅算 0.8 データ形式

乗算 1.4 指数部 12ピット

除算 2.6 仮数部 36ピット (10進 10桁）

格納 0.6 

倍精度浮動小数点 加減算 1. 3 データ形式

乗算 6.1 指数部 12ビット

除算 9.2 仮数部 71ビット (10進 21桁）

格納 1.0 

10進加減算 2.2 5桁十 5桁

移 送 1. 6 5桁移送

無条件プランチ 1.0 

その他の主要な特徴：主記憶装閥サイクル・タイム 0.5μs/ 8字，記憶容批最大

2097K字，多重プロック構成によるインターレース方式可能，

連想記憶装誼(associativememory) を利用した先回り制御方式
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3. FORTRAN-Lから FORTRAN-L(500)への切換えについて

8月1日より FORTRAN-Lから FORTRAN-L(500)への切換えを行ないました。 (TSSで

は5月15日）。 今回の変更は通常のリビジョン・アップとは意味を異にするもので， 従来24ビッ・

トしか使われていなかった整数型データを36ビット (10進約10桁）まで拡張したものです。両者の

相違点は "FORTRANコンパイラL説明書”の付録 (I)に述べられています。ここにその全文をあ

げておきます。

（付録I) FORTRAN L (500)の FORTRANLに対する相違点

FORTRAN L (500)のFORTRANLに対する相違点は，データ表現および入出力等の際に現われ

ます。

1. 内部表現

FORTRAN L (500)の整数型データの内部表現は，数値データとして用いる場合は， 48ビット中

の左36ビットを仮数とし， 右12ビットを指数部（常に 0043s= 3如）とした非標準浮動小数点形式

で表わされています。従って表現可能な範囲は， 士34359738367(235 - 1)まで表わされます。

また， 文字型データ (8進型を含む）として扱う場合には， 48ビット(8文字）全てが使用できます。

例：

312 -1627 

I 00 I 00 I 00 I 00 I 04 I 70 OOl43l l77l77l77 □丁~6 I 45 oo I 43 

: AB/米 C-F:7H△ END: △△  

/ 15 I 25 I 45 I 24 I 14 i 15 i 15 i 15 11 21 I 22 I 61 J 54 1 23 I 40 I 26 i 15 I 

110 71023356442 

I 71 I 02 I 33 I 56 I 44 I 20 I 00 I 00 

2. 整数型除算の際， 除数が0の場合ディバイド・チエック・インディケータがセットされま

す。 従って CALL DVCHK文によってその状態を調べる事ができます。（オーバフロの場合に

はできません）

3. 害式なし入出力文で扱うデータファイルでは， 48ビット整数型データは， 9文字（型＋値）

が使用されます。

4. LINKLOADする際， ファイルテープルサププログラムに対して HWFTANAMRnの代りに

NEFTANAMRnの CALLカードを，

カードを使用します。

また HWFTANCHORの代りに NEFTANCHORのCALLN

5. 書式つきの入出力では， 整数型に対する A変換あるいは0変換では， ASまたは016によ

って全てのビットを入出力できます。

6. 48ビット整数型データを扱うコンパイラは， NEACシリ ズ2200モデル500でのみ動作可
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能です。

7. 標準外部サプルーチン ENCODE/DECODEにおいて， I変換に対応する入出力並びは整数

型のみが許され， E/F変換に対応する入出力並びは実数型のみが許されます。

また上記以外に書式仕様に関して以下の 2点が拡張になっています。

(i)欄の幅

FORMAT文および配列書式内の欄の幅 (Fw.d, Ew. d, Gw. d, Dw. d, Iw, Lw, Aw, Ow等におけ

るwおよびd)の範囲は， FORTRAN-Lは最大63までであるが， FORTRAN-L(500)は最大 133

まで使用可能である。

(ii) 反復数

FORMAT文および配列書式内の反復数 (rFw.d, rEw. d, rGw. d, rDw. d, rlw, rLw, rAw, rOw 

等における r)の範囲は， FORTRAN-Lは最大99までであるが， FORTRAN-L(500)は最大133

まで使用可能である。この結果，次のようなことが可能になる。

WRITE (3 , 10) (A(I), I= 1, 133) 

10 FORMAT (133A 1) 

その他の機能は FORTRAN-LとFORTRAN-L(500)で同じです。

今回の切換えによって，整数型の変数または配列に文字型 (8進型）データを格納しているプ

ログラムでは，従来のソース・プログラムの一部書換えが必要になります。これについては1970

年7月6日付速報 (4頁-20頁）をご参照下さい。

なお， FORTRAN-Lから FORTRAN-L(500)への切換えと同時に細部のリビジョン・アップ

も行なわれました。これらの点については節を改めて20頁に述べます。

なお， FORTRAN-L(500)の説明書は特に販売されておりません。 FORTRANコンパイラL説

明書で付録Iを読み合せていただく必要があります。

4. コントロール・カード挿入のお願い

従来からコントロール・カードに関してはセンター側で必ずチエックして，挿入されていない

場合にはセンター側で挿入しておりましたが，夜間運転の開始とシステム増強による処理件数の

増加に伴いセンター側でコントロール・カードの挿入を行なうことが困難になっています。した

がって，今後はコントロール・カードは利用者が挿入することを立て前とします。ただし，

MON$$ JOBカードに限り当分の間センター側でつけます。

コントロール・カードの挿入法については従来からの変更点も含めて“センターだより”にま

とめて述べてありますから御参照下さい。

今後は，コントロール・カード(MON$$JOBカードを除く）挿入の誤りによって処理結果に不

都合が生じても，再計算処理は行ないませんから，十分に御注意下さい。
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5. ジョブ受付ならびに出力結果返却方式の変更について

0ジョプの受付について

計算依頼カード様式を (4枚複写）に変更（センターだより「 1. 計算依頼カード記入に関す

る注意について」を参照）いたします。ジョプの受付は，下記の受付時間内は総て窓口受付といた

しますので計算依頼時には計算依頼カードに必要事項を記入の上，カードデックに添えて提出し

てください。

受付時間は 9: 30-12: 00, 13: 30-16: 00 (土曜日は 9: 30-11 :,00)。時間外については

受付棚に提出してください。なお， JOBの管理上，出来るだけ受付時間内に提出されるようにお

願いいたします。

計算依頼の受付が終了しますと，計算依頼カード（利）を利用者に返却いたします。このカー

ドはセンターでカードデックを受付けたことの証明となりますので，紛失されないようにお願い

いたします。ジョブ処理等の問合せに関しては，計算依頼カード（利）の受付番号に従って行なっ

て下さい。また，時間外に提出（受付棚）されたジョプの計算依頼カード（利）は，受付棚の横に

韻いておきますので，適宜お持ちかえりください。

連絡所を経由して依頼するジョプに関しては，連絡所での受付終了後計算依頼カード（利）を連

絡所で利用者に返却します。

この場合のジョブの問合せ等に関しては，計算依頼カード（利）の連絡所受付番号に従って行

なって下さい。

O返却に関して

従来，課題番号による返却棚の区分を採用しておりましたが，今後，受付番号の下 2桁による

返却区分に変更いたします。

但し，連絡所経由で依頼されたセンターとめおきのジョプについては連絡所でつけた受付番号

の下 2桁で返却します。

-10-




